
第２回名古屋観光ﾋﾞｼﾞﾈｽ調査報告
　　　　　　　　　　　<Ｃコース：常滑> 井関　徹

参加者：井関・関本・安倍・金・今川

■セントレア調査
　セントレア開港当時からユニバーサルを考えた空港として日建設計が
目指していたが日本人でもアイキャッチがなく、健常者でも難しいサイン
計画の現状を見ると問題は大きいとあらためて感じます。
　サインが乱立してしまっている。ビジュアルサインの優先順位やピクト
グラムの明瞭化など、課題はいっぱいである。印象に残った点をあげます。

■まずは、到着ゲートを出ると逆光でロビー空間は暗くサインが目に入らない！

○４つのモニターでは、同列で右下の各国語対応のインフォメーションが目立たなく誰も見ていない。

■ゲートを出て最初にみるサインボード

○黒地に白文字とグレイのピクトボード
・ボード小さすぎる。
・乱視の私には、白抜き文字は二重に見え、更に小さく読めない。
・更に日本語表示の下の外国語はもっと小さいので問題である。
・日本人のお年寄りは、目線も含めてい問題あり。



■「おもてなし」の人によるインフォメーション？？？？？

○逆光の中、案内人の顔の表情も見えないインフォメーションがなごやの第一印象って最悪ですね。

■日本語表示優先の外貨両替所？？？？？

○誰のために設置しているのか？両替するのに手書きの書類を出さないといけないのも
　　不便ですね。ＵＦＪの銀行に行くと銀行員が立っていて説明してくれますのに・・・・

■爆買の中国系の人向けの観光案内所？？？？？

○グローバルな考えが出来ていないのは厭きれます。

地図情報のみ

中国人用足元サイン

・中部の各県・市町村の外国人対応のパンフレット。
・縦割り行政の情報の乱立。
・情報の垂れ流しで税金の無駄遣いでは？
※ツーリストの目的別や日程や費用や宿泊など諸条件でセレクトできる



　　「おもてなし案内」のインフォメーションは出来ないだろうかと感じた。
　　ものづくり中部の観光資源化をデザイナーとして提案すべきと深く感じました。

■バスでの移動

○情報量が少なく、巨大空港の前で、日本人でも訪ねる人がいなく不安になる状況。

■セントレアから行ける観光地へのアクセス方法は？
○人に聞くしか情報量がなさすぎる。

■セントレアのアクセス玄関口の名鉄は、日本人にも判りにくい。
○思わず、日本人でも駅名を探しきれない・・・・・・

○おまけに、外国人向けの案内が全体の１／２０くらいで小さすぎて解からない。



■外国人の人だけ切符を変えないまま立ち往生している。

↑一人だけ外国人を案内する名鉄ガイド

親切な日本人がいないと安心して切符すら買えない!!!!!

■切符を買って改札を通り抜けてからどの列車に乗れば良いのか全く判らない。
○地方からきた日本人でもミュースカイすら解からないのに・・・・・
　　肝心な情報が英語表記されていないのは最悪です。



■常滑調査

■常滑駅
○常滑案内所で地図を入手しなければ、大きな不安になった表示内容

駅から出る時の
最終看板が
小さすぎ。

○初めての人は、タクシーがおすすめである。

○駅から数分歩いて、道が不安に
　　なったところで招き猫が見えて
　　ホッとする。

○陶磁器会館からやっと地図看板がある。



■常滑やきもの散歩道
○トイレ・休憩所に加えて食事情報が欲しい。・現在地の地図ポイントがあると安心と計画が立てられる。
　車椅子のサインがあるが・・・・・・本当にユニバーサルなのか??????



■さんぽ道からの案内がなく。
　　車優先で来る場所なのが残念。

■ＩＮＡＸギャラリー
○英語表示がされていない




